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本
会
名
誉
会
員
・
熊
本
大
学
名
誉
教
授
・
熊
本
日
独
協
会
名
誉
会
長
鹿
子
木
敏
範
先
生
は
、
昨
平
成
十
四
年
十
一
月
一
八
日
に
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
。
享
年
八
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

先
生
の
ご
専
門
は
精
神
医
学
で
あ
る
が
、
医
史
学
、
特
に
日
本
と
ド
イ
ツ
医
学
の
交
流
に
関
す
る
多
く
の
業
績
が
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
、

著
作
集
「
落
葉
集
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
学
会
会
員
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
は
、
こ
の
著
作
集
に
つ
い
て
、
日

本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
七
巻
第
四
号
の
中
で
「
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
で
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木
敏
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あ
る
鹿
子
木
氏
を
よ
り
深
く
知
る
上
で
必
読
の
書
で
あ
る
ば
か
り
か
、
参
考

資
料
と
し
て
も
非
常
に
有
用
な
情
報
に
富
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ
本
棚
に
お
き
た

い
一
冊
で
あ
る
。
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

日
独
両
国
古
典
を
読
み
こ
な
す
才
能
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
先
生
は
、
ド
イ

ツ
史
料
探
索
の
旅
行
で
、
貴
重
な
多
く
の
史
料
を
新
た
に
見
い
だ
し
、
日
独

の
医
史
学
会
に
貢
献
さ
れ
た
。
特
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
記
、
コ
ッ
ホ
夫
妻

の
和
服
姿
の
写
真
を
発
見
し
、
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

熊
本
に
お
け
る
医
学
教
育
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
著
作
集
の
中
に
詳
細
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
収
集
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
を
長
く
後

世
に
遺
す
た
め
、
熊
本
大
学
医
学
部
構
内
に
肥
後
医
育
記
念
館
を
建
設
す
る

日
本
医
史
学
会
会
員
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専
門
の
精
神
医
学
に
お
い
て
は
、
ク
ル
ト
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
『
臨
床
精
神
病
理
学
」
を
は
じ
め
、
五
冊
の
翻
訳
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訳

書
は
、
今
日
も
多
く
の
精
神
科
医
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
現
在
、
精
神
医
学
領
域
で
使
わ
れ
て
い
る
精
神
医
学
専
門
用
語
の
中
に
は
、
先

生
が
考
案
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
文
学
に
も
精
通
さ
れ
て
い
た
先
生
は
、
夏
目
漱
石
の
性
格
を
精
神
医
学
的
に
研
究
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
四
十
年
に
は
同
好
の
士
と
と
も
に
、
日
本
病
跡
学
会
の
設
立
に
参
画
さ
れ
、
以
来
同
学
会
の
理
事
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
。
ま
た
、
司
法

精
神
医
学
の
領
域
で
も
ご
活
躍
に
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
司
法
精
神
医
学
雑
誌
を
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

先
生
の
ド
イ
ツ
語
は
「
大
学
で
ド
イ
ツ
文
学
を
学
ば
れ
た
あ
と
、
熊
本
医
科
大
学
に
入
学
さ
れ
た
の
で
は
」
と
噂
が
出
た
ほ
ど
堪
能
で
あ

ら
れ
た
。
そ
の
語
学
力
と
日
独
医
学
交
流
に
関
す
る
ご
研
究
で
得
ら
れ
た
多
く
の
ド
イ
ツ
の
学
者
と
の
交
流
か
ら
、
乞
わ
れ
て
昭
和
六
十
二

年
六
月
か
ら
、
熊
本
日
独
協
会
第
五
代
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
熊
本
日
独
協
会
を
日
本
で
最
も
活
発
な
協
会
の
一
つ
と
称
さ
れ
る

ま
で
に
導
か
れ
た
。
平
成
四
年
に
は
多
く
の
ド
イ
ツ
人
学
者
を
招
い
て
、
そ
の
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
を
主
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
名
誉

会
長
の
席
に
退
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
創
立
四
十
周
年
記
念
祝
典
が
終
わ
る
の
を
見
届
け
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
二
日
後
に
ご
逝
去
に
な
っ

平
成
元
年
、
第
エ

を
つ
と
め
ら
れ
た
。

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。

先
生
の
業
績
に
対
し
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
統
領
か
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
章
一
等
功
労
十
字
章
が
、

ま
た
、
平
成
八
年
十
一
月
に
は
我
が
国
の
総
理
大
臣
か
ら
、
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

優
れ
た
多
く
の
業
績
を
お
持
ち
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
の
口
か
ら
、
ご
自
分
の
業
績
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
こ
と
は
、
た
だ
の
一
度
も

な
か
っ
た
。
先
生
は
ま
さ
に
「
能
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す
」
の
諺
そ
の
も
の
の
生
き
方
を
示
し
て
下
さ
っ
て
い
た
。
教
え
子
達
へ
の
教
育
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
、
少
し
の
押
し
つ
け
も
な
く
、
慈
父
の
よ
う
に
見
守
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
。
葬
儀
に
際
し
、
教
え
子
の
一
人
は

た
の
で
あ
る
。

第
九
十
回
日
本
医
史
学
会
を
熊
本
に
お
い
て
主
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら
「
肥
後
の
医
学
史
」
と
い
う
特
別
講
演
の
演
者
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弔
辞
の
中
で
「
私
に
と
っ
て
親
兄
弟
の
死
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
寂
し
さ
悲
し
さ
で
す
。
先
生
な
く
し
て
今
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
述
べ
、
「
弟
子
原
田
正
純
」
と
結
ば
れ
た
。
こ
の
「
弟
子
」
と
い
う
言
葉
は
参
列
者
の
胸
に
響
い
た
。

先
生
が
教
え
子
達
に
い
か
に
接
し
、
い
か
に
指
導
し
て
こ
ら
れ
た
か
が
、
こ
の
一
言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
と
ら
れ
た
。

今
、
先
生
は
熊
本
市
の
北
二
十
数
キ
ロ
に
あ
る
菊
池
市
に
お
眠
り
に
な
っ
て
い
る
。


